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(57)【要約】
　負圧条件に供された時、パイプシステムを周囲環境へ
通気するよう構成された空気アドミッタンス弁。一般に
、該空気アドミッタンス弁は主ボデイと、内側及び外側
弁座と、柔軟なシール用要素と、そして蓋と、を具備す
る。該内側及び外側弁座は弁座間に少なくとも１つの通
気開口部を規定するが、該開口部は開き時に該周囲環境
に通じるよう構成される。該柔軟なシール用要素は堅固
な構造体を欠き、閉じ位置及び開き位置間を往復で動く
よう構成され、そして外側境界面と、内側境界面と、該
内側及び外側境界面間に広がり相対する頂面及び底面と
、を規定する。該蓋又は該主ボデイの少なくとも１つは
更に、該閉じ位置及び該開き位置間を往復で該シール用
要素をガイドするよう構成された１つ以上のガイド用面
を規定する１つ以上のガイド用要素を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　負圧条件に供された時、パイプシステムを周囲環境へ通気するよう構成された空気アド
ミッタンス弁であって、
　頂部部分及び底部部分を備え、該底部部分の近くで該パイプシステムへシール式に取り
付けられるよう構成された主ボデイであり、該主ボデイが又該パイプシステムと通じるよ
う構成された第１室を規定する、該主ボデイと、
　内側及び外側弁座であり、該内側及び外側弁座の間に配置され、周囲環境と通じるよう
構成された少なくとも１つの通気開口部を規定する該内側及び外側弁座と、
　堅固化構造体を欠き、閉じ位置と開き位置の間を動くよう構成された柔軟なシール用要
素であり、該シール用要素が外側境界面と、内側境界面と、該外側及び内側境界面の間に
広がり相対する頂面及び底面と、を規定している該シール用要素と、そして
　該主ボデイにシール式に取り付けられるよう構成された蓋と、を具備しており、
　該蓋は更に、該シール用要素の該底面が該内側及び外側弁座に対するよう乗り、かくし
て該通気開口部を通る流通を塞ぐ閉じ位置と、該第１室が該通気開口部を通して周囲環境
と通じるよう該シール用要素が該内側及び外側弁座から離れ上昇する開き位置と、の間の
往復で該シール用要素をガイドするために該シール用要素と契合するよう構成された１つ
以上のガイド用面を規定する１つ以上のガイド用要素を備える、該空気アドミッタンス弁
。
【請求項２】
　該１つ以上のガイド用面が該シール用要素の該内側境界面と契合する請求項１に記載の
空気アドミッタンス弁。
【請求項３】
　該蓋が頂部部分と、該頂部部分にほぼ垂直であり、該蓋の該頂部部分の外側境界から延
びる側部部分と、を備え、該蓋の内面が第２室を規定するよう、該蓋の該頂部部分及び側
部部分の各々は内面及び外面を規定する、請求項１に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項４】
　該主ボデイが内面及び外面を規定するほぼ円柱形の主ボデイ壁を備えており、該主ボデ
イは更に該主ボデイ壁の該内面から内方へ延びる内部流通要素を規定しており、該内部流
通要素は該第１室及び第２室間で該要素を通る流通を可能にする複数の開口部を有する、
請求項３に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項５】
　該主ボデイが内面及び外面を規定するほぼ円柱形の主ボデイ壁を備えており、該主ボデ
イ壁の１端は該内側弁座を規定しており、該主ボデイは更に、外側流通要素を規定してお
り、該外側流通要素の端部が該外側弁座を規定するよう該主ボデイ壁の該外面から外方へ
、或る角度で延び、該主ボデイ壁の該外面と該外側流通要素との間には第３室が規定され
、該外側流通要素は該第３室と周囲環境との間での該要素を通る流通を可能にする複数の
開口部を有する、請求項３に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項６】
　前記１つ以上のガイド用要素が該蓋の該頂部部分の該内面から延びる複数のガイド用要
素である請求項３に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項７】
　該複数のガイド用要素が該蓋の該頂部部分の該内面から実質的に下方へ延びる複数の３
角形のリブを有しており、該複数のリブが複数のガイド用エッジを規定し、該リブが仮想
中心点の周りに半径方向に配置される請求項６に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項８】
複数の支持壁が該第３室内に配置される請求項５に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項９】
　該シール用要素の該頂面が内側支持リブと外側支持リブを有し、該内側及び外側支持リ
ブがそれぞれ該内側及び外側弁座の近くで該シール用要素用支持を提供するよう構成され
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る請求項１に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項１０】
　該シール用要素が更に該内側及び外側支持リブの間に配置された中間支持リブを有する
請求項９に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項１１】
　負圧条件に供された時、パイプシステムを周囲環境へ通気するよう構成された空気アド
ミッタンス弁であって、
　頂部部分及び底部部分を備え、該底部部分の近くで該パイプシステムへシール式に取り
付けられるよう構成された主ボデイであり、該主ボデイが又該パイプシステムと通じるよ
う構成された第１室を規定する、該主ボデイと、
　内側及び外側弁座であり、該内側及び外側弁座の間に配置され、周囲環境と通じるよう
構成された少なくとも１つの通気開口部を規定する該内側及び外側弁座と、
　堅固化構造体を欠き、閉じ位置と開き位置の間を動くよう構成された柔軟なシール用要
素であり、該シール用要素が外側境界面と、内側境界面と、該外側及び内側境界面の間に
広がり相対する頂面及び底面と、を規定している該シール用要素と、そして
　該主ボデイの該頂部部分の近くで該主ボデイにシール式に取り付けられるよう構成され
た蓋と、を具備しており、
　該主ボデイは更に、該シール用要素の該底面が該内側及び外側弁座に対するよう乗り、
かくして該通気開口部を通る流通を塞ぐ閉じ位置と、該第１室が該通気開口部を通して周
囲環境と通じるよう該シール用要素が該内側及び外側弁座から離れ上昇する開き位置と、
の間の往復で該シール用要素をガイドするように該シール用要素の該内側境界面と契合す
るべく構成された１つ以上のガイド用面を規定する１つ以上のガイド用要素を備える、該
空気アドミッタンス弁。
【請求項１２】
　該蓋が頂部部分と、該頂部部分にほぼ垂直であり、該蓋の該頂部部分の外側境界から延
びる側部部分と、を備えており、該蓋の内面が第２室を規定するように、該蓋の該頂部及
び側部部分の各々が内面及び外面を規定する、請求項１１に記載の空気アドミッタンス弁
。
【請求項１３】
　該主ボデイが内面及び外面を規定するほぼ円柱形の主ボデイ壁を備えており、該主ボデ
イが更に該主ボデイ壁の該内面から内方へ延びる内側流通要素を規定しており、該内側流
通要素は該第１室及び第２室の間で該要素を通る流通を可能にする複数の開口部を有する
、請求項１２に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項１４】
　該主ボデイが内面及び外面を規定するほぼ円柱形の主ボデイ壁を備えており、該主ボデ
イ壁の１端が該内側弁座を規定しており、該主ボデイは更に、外側流通要素を規定してお
り、該外側流通要素の端部が該外側弁座を規定するように、該主ボデイ壁の該外面から外
方へ、或る角度で延び、該主ボデイ壁の該外面と該外側流通要素との間には第３室が規定
され、該外側流通要素は該第３室と周囲環境との間で該外側流通要素を通る流通を可能に
する複数の開口部を有する、請求項１２に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項１５】
　該１つ以上のガイド用要素が該主ボデイの該内側流通要素から延びる複数のガイド用要
素である請求項１３に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項１６】
　該複数のガイド用要素が該内側流通要素から実質的に上方へ延びる複数の３角形のリブ
を有しており、該リブが仮想中心点の周りに半径方向に配置される請求項１５に記載の空
気アドミッタンス弁。
【請求項１７】
　複数の支持壁が該第３室内に配置される請求項１２に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項１８】
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　該シール用要素の該頂面が内側支持リブと外側支持リブを有しており、該内側及び外側
支持リブがそれぞれ内側及び外側弁座の近くで該シール用要素用の支持を提供するよう構
成される請求項１１に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項１９】
　該シール用要素が更に該内側及び外側支持リブの間に配置された中間支持リブを有する
請求項１８に記載の空気アドミッタンス弁。
【請求項２０】
　負圧条件に供された時パイプシステムを周囲環境に通気するよう構成された空気アドミ
ッタンス弁において、
　堅い材料製で、頂部部分及び底部部分を有し、該底部部分の近くで該パイプシステムに
シール式に取り付けられるよう構成された主ボデイであって、該主ボデイは実質的に同心
の内側及び外側弁座と、該内側及び外側弁座の間にあり、周囲環境と通じるよう構成され
た少なくとも１つの通気開口部と、を備えており、該主ボデイは又該パイプシステムと通
じるよう構成された主ボデイ室を規定しており、該主ボデイは内面及び外面を規定するほ
ぼ円柱形の主ボデイ壁を備えており、該主ボデイ壁の１端は該内側弁座を規定しており、
該主ボデイは更に内側流通要素と外側流通要素とを規定しており、該内側流通要素は該主
ボデイ壁の該内面から内方へ延び、該主ボデイ室と蓋室の間で該内側流通要素を通る流通
を可能にする複数の開口部を有しており、該外側流通要素は、該外側流通要素の端部が該
外側弁座を規定するように該主ボデイ壁の該外面から外方へ、或る角度で、延びており、
該主ボデイ壁の該外面と該外側流通要素の間に外側流通室が規定され、該外側流通要素は
該外側流通室と周囲環境の間で該外側流通要素を通る流通を可能にする複数の開口部を有
している、該主ボデイと、
　閉じ位置と開き位置の間を動くよう構成された柔軟でリング型のシール用要素であって
、該シール用要素が外側境界面と、内側境界面と、該外側及び内側境界面の間に広がり相
対する頂面及び底面と、を規定する該シール用要素と、そして
　堅い材料製で、該主ボデイの該頂部部分の近くで該主ボデイにシール式に取り付けられ
るよう構成された蓋であって、該蓋が頂部部分と、該頂部部分にほぼ垂直で、該蓋の該頂
部部分の外側境界から延びる側部部分と、を備えており、該蓋の内面が該蓋室を規定する
ように、該蓋の該頂部及び側部部分の各々は内面及び外面を規定する該蓋と、を具備して
おり、
　該蓋は更に、該蓋の該頂部部分の該内面から実質的に下方へ延び、仮想中心点の周りに
半径方向に配置された複数の３角形のリブを備えるが、該装備は、該複数のリブが、該シ
ール用要素の該底面が該主ボデイの該内側及び外側弁座に対するよう乗り、かくして該通
気開口部を通る流通を塞ぐ該閉じ位置と、該主ボデイ室が該通気開口部、該蓋室そして該
外側流通室を通り周囲環境と通じるよう該シール用要素が該内側及び外側弁座から離れ上
昇する該開き位置と、の間の往復で該シール用要素をガイドするよう、該シール用要素の
該内側境界面と契合するべく構成された複数のガイド用エッジを規定するためである、該
空気アドミッタンス弁。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はパイプシステムで使用する空気換気デバイスに関し、特にパイプシステムを周
囲環境へ通気するため使われる空気アドミッタンス弁に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、空気アドミッタンス弁は複雑なパイプシステム及び／又は屋根頂部通気システ
ムを通しての通気を要する通気システムへの代替えとして配管システムで使われる。空気
アドミッタンス弁は屋根構造体を通過する中央垂直通気部へ接続する（又は別の垂直通気
部を提供する）必要性を軽減するために、換気される空間内に配置される１方向機械的弁
である。図１は空気アドミッタンス弁の典型的応用を示す。空気アドミッタンス弁は普通
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閉じているが、廃水が放流される時の様な、負圧条件時開く。これは空気を配管システム
に入らせ、排水を容易にさせる。一旦廃水の流れが止まると、該弁は閉じ、もう１つの負
圧条件が起こるまで閉じた侭でいる。この様な仕方で、臭いが通気システムから漏れるこ
とは妨げられる。
【０００３】
　多くの空気アドミッタンス弁は、負圧条件が止まる時、該弁を閉じるために重力に依存
する。この様な空気アドミッタンス弁は通常多数部品で作られるシール用部材を有する。
典型的には、薄く柔軟なシール用部材を閉じ位置及び開き位置へ、そして該両位置から、
運ぶために堅いプレート又はフレーム構造体が使われる。多くの場合、該薄く柔軟なシー
ル用部材は該堅いフレーム構造体に接合されか、広げられるか、又は他の仕方で固定され
る。この様な設計の例は特許文献１で説明される。
【０００４】
　しかしながら、これらの多数部品構造は製造が難しく、高価である。加えて、該堅いフ
レーム構造体からの該シール用部材のどんな取り外しも該空気アドミッタンス弁のより悪
い、或る状況では、失敗する動作に帰着しそうである。更に、多くの状況では、シール機
能を行う該シール用部材の能力は該フレーム構造体の寸法精度により支配される。例えば
、或る不連続部、不均一面又は他の寸法異常を有するフレーム構造体は該シール用部材が
閉じ位置で弁をシールすることを可能にしない。
【０００５】
　従って、パイプシステムを周囲環境へ通気するよう構成された改良型空気アドミッタン
ス弁のニーヅが存在する。該改良型空気アドミッタンス弁は製造するのに簡単で、低廉で
あるべきで、又向上した動作を提供すべきである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第４，５３５，８０７号明細書
【発明の概要】
【０００７】
　本発明は、負圧条件に供された時、パイプシステムを周囲環境へ通気するよう構成され
る空気アドミッタンス弁を提供することにより、上記ニーヅに取り組みそして他の利点を
達成する。一般に、該空気アドミッタンス弁は、主ボデイ、内側及び外側弁座、柔軟なシ
ール用要素、そして蓋を具備する。１実施例では、該主ボデイは頂部及び底部部分を備え
、該底部部分の近くでパイプシステムにシール式に取り付けられるよう構成され、更に該
通気パイプシステムと通じるよう構成された第１室を規定する。該内側及び外側弁座は周
囲環境へ通気するよう構成された通気開口部を規定する。該柔軟なシール用要素は堅固化
構造体を欠き、閉じ位置及び開き位置の間を動くよう構成され、そして外側境界面と、内
側境界面とそして該外側及び内側境界面間に広がり相対する頂面及び底面とを規定する。
蓋は該主ボデイの該頂部部分の近くで該主ボデイにシール式に取り付けられるよう構成さ
れる。該蓋及び主ボデイの少なくとも１つは更に１つ以上のガイド用要素を備えるが、該
ガイド用要素は該閉じ位置及び開き位置へ、そして該両位置から、該シール用要素をガイ
ドするよう構成された１つ以上のガイド用面を規定する。該閉じ位置では、該シール用要
素の該底面は該内側及び外側弁座に対するよう乗り、かくして周囲環境へ通気される該通
気開口部を塞ぐ。該開き位置では、該シール用要素は、該第１室が該通気開口部を通して
周囲環境と通じるよう該内側及び外側弁座から離れ上昇する。或る実施例では、該シール
用要素の頂面は内側支持リブと外側支持リブを有し、該内側及び外側支持リブはそれぞれ
該内側及び外側弁座の近くで該シール用要素用の支持を提供するよう構成される。他の実
施例では、該シール用部材は更に該内側及び外側リブの間に配置された中間リブを備えて
もよい。
【０００８】
　或る実施例では、該蓋は更に頂部部分と、該蓋の該頂部部分の外側境界からほぼ垂直に
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延びる側部部分と、を備え、該蓋の頂部及び側部部分の各々は内面及び外面を、該蓋の該
内面が第２室を規定するように、規定する。或る実施例では、該主ボデイは更に内面及び
外面を規定するほぼ円柱形の主ボデイ壁を備えてもよく、該主ボデイは更に該主ボデイ壁
の内面から内方へ延びる内側流通要素を規定しており、そして該内側流通要素は該第１及
び第２室間で該要素を通る流通を可能にする複数の開口部を有する。或る実施例では、該
１つ以上のガイド用要素は該蓋の頂部部分の該内面から延びる複数のガイド用要素を有し
てもよい。他の実施例では、該複数のガイド用要素は該蓋の頂部部分の内面から実質的に
下方へ延びる複数の３角形のリブを有してもよく、該複数のリブは複数のガイド用エッジ
を規定し、そして該リブは仮想中心点の周りに半径方向に配置される。
【０００９】
　或る実施例では、該主ボデイは更に、内面及び外面を規定するほぼ円柱形の主ボデイ壁
を備えてもよく、該主ボデイ壁の１端は内側弁座を規定しており、そして該主ボデイは更
に該主ボデイ壁の外面から外方へそして或る角度で延びる外側流通要素を、該外側流通要
素の端部が外側弁座を規定するよう規定しており、該主ボデイ壁の該外面と該外側流通要
素の間に第３室が規定され、そして該外側流通要素は該第３室と周囲環境の間で該外側流
通要素を通る流通を可能にする複数の開口部を有する。或る実施例では、複数の支持壁が
該第３室内に配置されてもよい。他の実施例では、該１つ以上のガイド用要素は該主ボデ
イの内側流通要素から延びる複数のガイド用要素を有してもよい。他の実施例では、該複
数のガイド用要素は該主ボデイの該内側流通要素から延びる複数の３角形のリブを有して
もよく、そして該リブは仮想中心点の周りに半径方向に配置されてもよい。
【００１０】
　もう１つの実施例では、該空気アドミッタンス弁は堅い材料製の主ボデイと、柔軟でリ
ング型のシール用部材と、そして堅い材料製の蓋と、を具備する。該主ボデイは頂部部分
及び底部部分を備え、該底部部分の近くでパイプシステムにシール式に取り付けられるよ
う構成され、そして該パイプシステムと通じるよう構成された主ボデイ室を備える。該主
ボデイは又内面と外面を規定するほぼ円柱形の主ボデイ壁を備え、該主ボデイ壁の１端は
内側弁座を規定し、そして該主ボデイは更に内側流通要素と外側流通要素を規定し、該内
側流通要素は該主ボデイ壁の内面から内方へ延び、該主ボデイ室と蓋室の間で該内側流通
要素を通る流通を可能にする複数の開口部を有し、該外側流通要素は該外側流通要素の端
部が外側弁座を規定するよう該主ボデイ壁の外面から外方へ或る角度で延びる。該主ボデ
イ壁の該外面と該外側流通要素の間には外側流通室が規定され、該外側流通要素は該外側
流通室と周囲環境の間で該外側流通要素を通る流通を可能にする複数の開口部を有する。
内側及び外側弁座の間には、該外側流通室と該蓋室の間の流通を提供するよう構成された
通気開口部が規定される。柔軟でリング型のシール用要素が閉じ位置と開き位置の間を動
くよう構成され、該シール用要素は外側境界面と、内側境界面と、そして該外側及び内側
境界面の間に広がり、相対する頂面及び底面と、を規定する。該蓋は堅い材料製で、該主
ボデイの該頂部部分の近くで該主ボデイにシール式に取り付けられるよう構成され、該蓋
は頂部部分と、該頂部部分の外側境界からほぼ垂直に延びる側部部分と、を備え、該頂部
及び側部部分は各々内面及び外面を、該内面が該蓋室を規定するように、規定する。該蓋
は更に、該蓋の該頂部部分の該内面から下方に延び、仮想中心点の周りに半径方向に配置
された複数の３角形のリブを備えるが該備えは、該複数のリブが、該シール用要素の該底
面が該主ボデイの該内側及び外側弁座に対するよう乗り、かくして該通気開口部を通る流
通を塞ぐ閉じ位置と、該主ボデイ室が該通気開口部、該蓋室そして該外側流通室を通して
周囲環境と通じるよう、該シール用要素が該内側及び外側弁座から離れ上昇する開き位置
と、の間の往復で該シール用要素を該シール用要素の該内側境界面を介してガイドするよ
う構成された複数のガイド用エッジを規定するためである。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　かくして本発明を一般的用語で説明したが、ここでは必ずしもスケール合わせされず画
かれた附属図面を参照する。
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【図１】従来技術の空気アドミッタンス弁の普通の応用を示す。
【図２】本発明の例示的実施例の組立てられた空気アドミッタンス弁の斜視図である。
【図３】本発明の例示的実施例の空気アドミッタンス弁の蓋、シール用部材そして主ボデ
イを示す組立分解斜視図である。
【図４】本発明の例示的実施例の空気アドミッタンス弁の蓋の下側の斜視図である。
【図５】本発明の例示的実施例の組み立てられた空気アドミッタンス弁の閉じ位置での断
面図である。
【図６】本発明の例示的実施例の組み立てられた空気アドミッタンス弁の開き位置での断
面図である。
【図７】本発明のもう１つの例示的実施例の空気アドミッタンス弁のシール用部材、主ボ
デイそして蓋の下側を示す組立分解斜視図である。
【図８】本発明のなおもう１つの例示的実施例の空気アドミッタンス弁のシール用部材、
主ボデイ、そして蓋の下側を示す組立分解斜視図である。
【実施例１】
【００１２】
　本発明が今、附属図面を参照してこの後充分説明されるが、ここでは本発明の幾つかの
、但し全てではない、実施例が示される。実際、本発明は多くの異なる形で具体化されて
もよく、ここで表明される実施例に限定されると解釈されるべきでなく、寧ろこれらの実
施例は、本開示が適用可能な法的要求を充たすように提供されるものである。類似番号は
全体を通して類似要素を呼称する。
【００１３】
　図１は従来技術の空気アドミッタンス弁の普通の応用を示す。図で画かれるように、普
通の応用では、空気アドミッタンス弁２０は配管システム２２と通じるが、それは廃水源
２４からの様な廃水の放流時該配管システムを通気させるためである。廃水の放流時該空
気アドミッタンス弁２０は開くが、該弁は配管システムからのガスの漏れを防止するため
普通閉じている。上記で言及した様に、多くの従来技術の空気アドミッタンス弁は、薄く
柔軟なシール用部材を閉じ位置及び開き位置へそして該位置から、運ぶために使われる堅
いプレート又はフレーム構造体を有する。しかしながら、これらの多数部品構造は製造す
るのに難しく、高価であるのみならず、該フレーム構造体内の統一性の欠けのために時々
不充分な動作に帰着することがある。
【００１４】
　図２は本発明の例示的実施例の組み立てられた空気アドミッタンス弁５０の斜視図を示
し、図３は本発明の例示的実施例の空気アドミッタンス弁５０の組立分解斜視図を示す。
一般に、本発明の種々の実施例の空気アドミッタンス弁５０は蓋６０、柔軟なシール用要
素７０（図２では見えない）、そして主ボデイ８０を具備する。図３を参照すると、画か
れた実施例で、蓋６０は、例えば、ポリ塩化ビニール｛ピーブイシー（ＰＶＣ）｝又はア
クリロニトリルブタジエンスチレン｛エイビーエス（ＡＢＳ）｝の様な堅い熱可塑性材料
製であり、外側境界６３を有する頂部部分６２、そして該頂部部分６２の該外側境界６３
からほぼ垂直に延びる側部部分６４を備える。該頂部部分６２は外面６５と内面６６を有
する（内面６６は図４で見られる）。同様に、側部部分６４は外面６７と内面６８を有す
る（内面６８は図４で見られる）。他の実施例で、該蓋がどんな堅い材料で作られてもよ
いことは言及されるべきである。加えて、該蓋の他の形状、例えば、側部部分を有しない
ディスクの様な形状を含めて、も可能である。画かれた実施例では、該蓋６０の該内面６
６、６８により蓋室６９が規定される（蓋室６９は図４で見られる）。図で示される様に
、該蓋６０は実質的に円形の頂部プロフアイルを有し、該主ボデイ８０にシール式に取り
付けられるよう設計されている。他の実施例で、該蓋６０及び／又は該主ボデイ８０が種
々の他の形状を有してもよく、図に示された形状及び構成に限定されないことは言及され
るべきである。画かれた実施例では、蓋６０は堅い材料で作られ、超音波溶接の使用によ
り主ボデイ８０に取り付けられる。しかしながら、他の実施例では、該蓋６０は、該蓋６
０を該主ボデイ８０にシール式に取り付けるよう設計された、それに限定されないが、他
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の機械的及び／又は化学的取り付け方法を含む、どんな他の仕方で、該主ボデイ８０に固
定されてもよい。
【００１５】
　画かれた実施例の該シール用要素７０は柔軟な材料で作られたリング形シールである。
しかしながら、他の実施例では、該シール用要素７０は、例えば、長方形、砂時計形そし
て楕円形を含む種々の形を有してもよいことは言及されるべきである。画かれた実施例で
は、シール用要素７０は外側境界面７２、内側境界面７４、頂面７６、そして底面７８を
備える。該頂面及び底面７６、７８は相互に相対して構成され、該外側境界面７２と内側
境界面７４の間に広がる。図３では見えないが、該シール用部材７０の底面７８は該空気
アドミッタンス弁５０用のシールを提供するために、実質的に平面を規定する。画かれた
実施例では、シール用要素７０の頂面７６は外側リブ７５、中間リブ７７及び内側リブ７
９を有し、該リブ７５、７７及び７９は該シール用要素７０の中心の周りに実質的に同心
である。本発明の他の実施例はリブを有しなくてもよいが、画かれた実施例では、内側及
び外側リブ７５、７９は弁座の近くの範囲で該シール用要素用の支持を提供する。画かれ
た実施例では、該シール用部材７０はシリコーン材料で作られた一体成形要素であるが、
しかしながら他の実施例では、種々の他の形状と材料が可能である。
【００１６】
　図３を参照すると、該空気アドミッタンス弁５０の主ボデイ８０は頂部部分８２と底部
部分８４を備える。画かれた実施例では、該底部部分８４は実質的に円柱形を有し、該底
部部分８４の遠位の端部の近くにねじセクション８６を有する。画かれた実施例では、該
底部部分８４の該ねじセクション８６は、該空気アドミッタンス弁５０が現在のパイプシ
ステムの雌ねじ端部に固定されるよう該底部部分８４の外面に規定される。しかしながら
、他の実施例では、該ねじセクション８６は該底部部分８４の内面に規定されてもよく、
或いはなお他の実施例では、該空気アドミッタンス弁５０をパイプシステムに取り付ける
他の方法も可能である。他の物理的形状も可能であるが、該底部部分８４の円柱形は、該
画かれた実施例が、実質的に円柱形パイプを有することが多い現在のパイプシステムとつ
なぎ合わされることを可能にする。
【００１７】
　該空気アドミッタンス弁５０の主ボデイ８０は内面９０及び外面９２を規定するほぼ円
柱形の主ボデイ壁８８（図５及び６でより明らかに見られる）を備える。主ボデイ室９３
（図５及び６でより明らかに見られる）が該主ボデイ壁８８の内面により規定される。か
くして、画かれた実施例では、該空気アドミッタンス弁５０が現在のパイプシステムに取
り付けられた時、該主ボデイ室９３は取り付けられたパイプシステムと通じるよう構成さ
れる。画かれた実施例では、該空気アドミッタンス弁５０の主ボデイ８０は、例えばポリ
塩化ビニール（ピーブイシー）又はアクリロニトリルブタジエンスチレン（エイビーエス
）の様な堅い熱可塑性材料製である。他の実施例で、主ボデイ８０はどんな堅い材料製で
あってもよいことは言及されるべきである。画かれた実施例の様な幾つかの実施例では、
主ボデイ８０の材料は蓋６０の材料で全体を完全にするよう選ばれてもよい。しかしなが
ら、他の実施例では、蓋５０と主ボデイ８０は相違した材料で作られてもよい。
【００１８】
　主ボデイ壁８８の頂部端部は丸いエッジを有する実質的に円形の面を規定し、かくして
空気アドミッタンス弁５０の内側弁座９５を規定する。画かれた実施例で、主ボデイ壁８
８がほぼ円柱の形を有するが、該壁は底部部分８４と頂部部分８２の間で内方へ狭まるこ
とは言及されるべきである。他の実施例では、しかしながら、主ボデイ壁８８は他の形状
を有してもよい。加えて、画かれた実施例の内側弁座９５は丸いプロフアイルを有するが
、他の実施例では該内側弁座はシール用要素７０とのシールを提供するよう構成された種
々のプロフアイルを有してもよい。
【００１９】
　画かれた実施例では、空気アドミッタンス弁５０の頂部部分８２は外側流通要素９６と
内側流通要素９８を有する。該外側流通要素９６は主ボデイ壁８８の外面９２から外方及
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び上方へ或る角度で延び、外面９２と該外側流通要素９６の間に外側流通室９７を規定す
る。外側流通要素９６の端部部分９９は又上に蓋６０が取り付けられる外周エッジ１０１
を規定する。外側流通要素９６の端部部分９９は丸いエッジを有する実質的に円形のリン
グを規定するが、該エッジは外側弁座１００を規定する。この様であるから、画かれた実
施例では、内側及び外側弁座９５、１００は主ボデイ８０により規定される。しかしなが
ら、他の実施例では、該内側及び外側弁座は種々の他の部品で規定されてもよく、或る実
施例では、該内側弁座が１つの部品で規定され、該外側弁座がもう１つの部品で規定され
てもよい。例えば、１実施例では該内側弁座は該主ボデイにより規定され、該外側弁座は
該蓋により規定されてもよい。又、画かれた実施例の外側弁座１００は丸いプロフアイル
を有するが、他の実施例では該外側弁座はシール用要素７０とのシールを提供するよう構
成された種々のプロフアイルを有してもよい。加えて、なお他の実施例では、内側弁座９
５と外側弁座１００は異なるプロフアイルを有してもよい。
【００２０】
　画かれた実施例では、内側及び外側弁座９５、１００は主ボデイ壁８８の中心の周りで
実質的に同心であり、相互に実質的に同じ平面にあり、そして該弁座９５、１００の間に
配置された通気開口部１０２がある。下記で詳細に説明される様に、空気アドミッタンス
弁５０が開き位置にある時、内側及び外側弁座９５、１００の間の通気開口部１０２は該
通気開口部１０２を通る通気を可能にするよう構成され、すなわち空気は蓋室６９と外側
流通室９７の間を該通気開口１０２を経由して流れる。画かれた実施例では、外側流通室
９７は又主ボデイ壁８８の外面９２と外側流通要素９６の間に延びる複数の支持要素１０
３を有する。下記で詳細に説明される様に、種々の実施例では、該複数の支持要素１０３
は、シール用要素７０が外側流通室９７内で詰まるのを防止するよう構成され、かくして
、もし該シール用要素が弁座９５、１００の間の通気開口部１０２を通して外側流通室９
７内に引き込まれる傾向があれば、該複数の支持要素１０３はシール用要素７０用の支持
を提供するよう構成される。該複数の支持要素１０３は、内側及び外側弁座９５、１００
の間の通気開口部１０２を通る空気の流通を可能にする弁５０の能力と干渉しないよう構
成されることは言及されるべきである。かくして、画かれた実施例では、複数の開いた範
囲１０７が該複数の支持要素１０３の間に規定される。
【００２１】
　画かれた実施例では、外側流通要素９６は、主ボデイ壁８８の外面９２と端部部分９９
の間に延びる複数の突出部１０４から成る。図で示される様に、該複数の突出部１０４は
該突出部間に複数の開口部１０９を規定するが、それは外側流通要素９６が周囲環境と外
側流通室９７との間で該開口部１０９を通る空気の流通を可能にするためである。下記で
詳細に説明される様に、空気アドミッタンス弁５０が開き位置にある時、空気は外側流通
要素９６を通り該空気アドミッタンス弁５０に入る。結果として、該複数の突出部１０４
は弁５０の内側を、空気流により運ばれる傾向のある何等かのごみ又は他の材料から保護
するよう作用する。しかしながら、本発明の他の実施例では、他の形状の外側流通要素９
６も可能であることは言及されるべきである。この様な仕方で、外側流通要素９６の開口
部１０９は、より小さい開口部、より大きい開口部又はそれらの組み合わせを含む、他の
形状を有してもよい。更に、種々の実施例では、該外側流通要素９６は種々の他の形状を
有してもよく、或る実施例では、外側流通要素９６がある必要はない。
【００２２】
　上記で言及される様に、主ボデイ８０は又頂部端部９４の近くで主ボデイ壁８８の内面
９０から内方へそして上方へ延びる内側流通要素９８を規定する。画かれた実施例では、
該内側流通要素９８は、頂面１１２の方へ延びるメッシュ面１１０（図３）を有する。該
メッシュ面１１０は複数の開口部１１４を、該内側流通要素９８が該開口部１１４を通る
空気の流通を可能にするよう、規定する。該メッシュ面１１０は、パイプシステムからの
種々のごみを含む空気流れにより運ばれる傾向がある何等かのごみ又は他の材料から弁５
０の内側を保護するよう作用する。しかしながら、本発明の他の実施例では、内側流通要
素９８の他の形状も起こり得ることは言及されるべきである。この様な仕方で、内側流通
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要素９８の何等かの開口部は、より小さい開口部、より大きい開口部又はそれらの組み合
わせを含む、他の形状を有してもよい。更に、種々の実施例で、該内側流通要素９８は種
々の他の形状を有してもよく、そして或る実施例では、内側流通要素がある必要はない。
【００２３】
　図４は蓋６０の下側を示す。種々の実施例では、１つ以上のガイド用要素が該蓋６０か
ら延びてもよい。画かれた実施例では、複数のガイド用要素１０５が蓋６０の頂部部分６
２の内面６６から蓋室６９内へ延びる。しかしながら、他の実施例では、１つのガイド用
要素が、例えば、円柱状要素の様に蓋６０から延びてもよい。該画かれた実施例では、該
複数のガイド用要素１０５は頂部部分６２の内面６６から下方へ延びる複数のガイド用面
１０６を規定する。下記で詳細に説明される様に、該複数のガイド用面１０６は、シール
用部材が閉じ位置（図５）と開き位置（図６）の間を動く時該シール用部材をガイドする
ために、該シール用部材７０を該シール用部材７０の内側境界面７４によりガイドするよ
う構成される。画かれた実施例では、複数のガイド用要素１０５は蓋６０の仮想中心点の
周りに半径方向に配置された複数の実質的に３角形のリブを有するが、該リブは空気が蓋
室６９内で流通するように該リブ間に複数の開いた範囲１０８を規定する。画かれた実施
例では、ガイド用要素１０５の形は内側流通要素９８の形を補足するよう構成されるが、
しかしながら、他の実施例では、該複数のガイド用要素１０５は、シール用部材７０の内
側境界面７４により該シール用部材７０をガイドする複数のガイド用面１０６を提供し、
蓋６０が主ボデイ８０にシール式に取り付けられることを可能にするどんな形状を有して
もよい。
【００２４】
　或る実施例では、１つ以上のガイド用要素は主ボデイ８０の部分であってもよく、蓋６
０から下方へより寧ろ、主ボデイ８０から上方へ延びてもよい。主ボデイ８０から延びる
複数のガイド用要素１０５を示す実施例の例が図７で画かれている。他の実施例では、１
つ以上のガイド用要素１０５は蓋６０の部分であり、そして１つ以上のガイド用要素１０
５は主ボデイ８０の部分であってもよい。この様な実施例の例が図８に画かれている。こ
の様な仕方で、複数のガイド用要素１０５は、シール用要素７０の内側境界面７４により
シール用要素７０をガイドするよう構成された複数のガイド面１０６を有する。
【００２５】
　図５は閉じ位置の空気アドミッタンス弁５０の断面図を示す。図に示す様に、閉じ位置
ではシール用要素７０は該主ボデイ８０の内側及び外側弁座９５、１００上に重力により
乗り、かくして、該内側及び外側弁座９５、１００の間で通気開口部１０２をカバーする
。この様な仕方で、パイプシステムと蓋室６９の間の空気の流通（主ボデイ室９３と内側
流通要素９８を通しての）はあるけれども、シール用部材７０は内側及び外側弁座９５、
１００の間の通気開口部１０２を通る流通を塞ぐ。かくして、パイプシステムと周囲環境
の間の空気流通は塞がれる。図に示される様に、或る実施例では、シール用要素７０の内
側及び外側リブ７５、７９は、主ボデイ８０の内側及び外側弁座９５、１００とほぼ整列
するよう構成されるが、該構成はこれらの範囲の増加した厚さにより支持を提供し、かく
して弁座９５、１００との接触範囲でのシール用要素７０用の補強用の支持を提供するた
めである。
【００２６】
　加えて、或る実施例では、該シール用部材７０がシール用部材７０を外側流通室９７内
へ下方に押す傾向のある空気圧差に供される状況が存在する。又図で示される様に、画か
れた実施例では、もし該シール用部材７０が下方へ押される場合、シール用部材７０用の
支持を提供するように、内側及び外側弁座９５、１００の間の範囲で、そして外側流通室
９７内に配置された複数の支持要素１０３の近くに、シール用要素７０の中間リブ７７が
置かれるよう構成される。この様であるので、画かれた実施例の複数の支持要素１０３は
、該シール用要素７０を外側流通室内に閉じ込められなくする傾向があり、中間リブ７５
は支持要素１０３との接触範囲内のシール用要素７０用の補強用支持を提供する。画かれ
た実施例で、複数の支持要素１０３は、弁座９５、１００のシール作用と干渉しないよう
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では、他の支持要素設計が可能であり、なお他の実施例では該外側流通室９７内に何等支
持要素は必要でない。
【００２７】
　図６は開き位置の空気アドミッタンス弁５０の断面図を示す。該開き位置は、パイプシ
ステム内の廃水が放流される（例えばトイレの水を流すことに依るか又は廃水タブを排水
することによる様な）時、始動される負圧条件により創られる。該負圧条件はシール用要
素７０を内側及び外側弁座９５、１００から離れ上昇させ、かくして該内側及び外側弁座
９５、１００間の通気開口部１０２を通る空気流通を開く。図で示される様に、シール用
要素７０は、複数のガイド用要素１０５により規定される複数のガイド用面１０６により
該要素の内側境界面７４を介して蓋室６９内へガイドされる。一旦開き位置に入ると、内
側及び外側弁座９５、１００間の通気開口部１０２を通る空気の流通は周囲環境から究極
的にパイプシステム内へ空気が引き入れられることを可能にする。特に、周囲環境から外
側流通要素９６の開口部１０９を通して外側流通室９７内へ、そして外側流通室９７から
内側及び外側弁座９５、１００間の通気開口部１０２を通り蓋室６９内へ、そして蓋室６
９から内側流通要素９８の開口部１１４を通して、パイプシステムと直接通じる主ボデイ
室９３内へ、空気が引かれる。該負圧条件が止まると、該シール用要素７０は蓋室６９か
ら下方へ、そして複数のガイド用要素１０５により規定される複数のガイド面１０６によ
り該要素の内側境界面７４を介して再びガイドされ、該内側及び外側弁座９５、１００上
に降下し、かくして該内側及び外側弁座９５、１００の間の通気開口部１０２をシールし
、そして弁５０を閉じる。
【００２８】
　結果として、本発明はとりわけ、シール用要素７０の内側境界面７４を介して開き及び
閉じ位置から、そして開き及び閉じ位置へガイドされる、そしてシール用部材７０へ取り
付けられる別のガイド用フレーム構造体の必要無い、シール用要素７０を有する空気アド
ミッタンス弁５０を提供することにより従来技術を上回る改善を提供する。かくして、本
発明はより簡単な空気アドミッタンス弁の設計を提供し、該設計は製造するのに廉価で、
改善した動作を提供する。
【００２９】
　前記説明と付随する図面で提供された開示の特典を有する、本発明が関係する当該技術
の当業者には、ここで表明された本発明の多くの変型と他の実施例が思い浮かぶであろう
。従って、本発明は開示された特定の実施例に限定されず、その変型及び他の実施例も附
属する請求項の範囲内に含まれるべきと意図されていることは理解されるべきである。こ
こでは特定の用語が使われるが、それらは単に一般的、説明的意味でのみ使われており、
限定の目的用ではない。
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